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　 昭和５６年を最後に酒造りが途絶えて、何とか復活させて地酒
で観光客をもてなしたいという思いから、平成２２年に音更町、帯
広市、地元の酒販協同組合、商工会議所、信用金庫、大学、農業
協同組合、小樽市の酒造、十勝総合振興局の９機関によるプロ
ジェクトを開始しました。
　 平成２２～２３年、９機関により酒米、仕込み水を選定し、平成
２３年０．５ｈａの酒米「彗星」の作付から始まり純米吟醸酒「十勝
晴れ」が完成しました。
　 平成２５年は１ｈａ、平成２６年は２ｈａまで広げ、醸造量の増加を
図ってきました。平成２５年８月「とかちマルシェ（ＪＲ帯広駅北口広
場）」において「十勝晴れ」の限定販売及び「とかち酒文化再現プ
ロジェクト」の活動紹介をしました。

「十勝晴れ」限定販売の様子

【酒米「彗星」で醸造した「十勝晴れ」】　

純米吟醸酒「十勝晴れ」

■代表者：増田正二さん／設立：2010年／会員：9機関・団体

■連絡先：帯広市西３条南１４丁目１番地１ 中央支店ビル２階　帯広信用金庫 地域経済振興部
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　 平成２５年１１月、純米吟醸酒「十勝晴れ」の共同研究成果発表
会を行いました。平成２６年１月２８日の発売記念講演会では、著
名な講師を招き、とかちプラザで開催し、参加者３００人の大盛況
となりました。発売当初から予約だけで完売した酒屋も相次ぎ、好
評を得ています。「十勝晴れ」の生産量は、平成２５年は５００ｍｌで
１，３００本、平成２６年は作付も１ｈａから２ｈａと２倍以上、生育も
順調であったことから生産量も２倍以上が期待されます。日本酒
を使った地域の食文化も考えながら、プロジェクトモデルから事業
化モデル、ビジネスモデルの展開に移行したいと考えています。

とかち酒文化再現プロジェクト
【音更町】

　 今や酒蔵のない十勝において、地域内外の連携により、初の酒
米づくりへの挑戦と仕込み水の選定を行い、地酒（清酒）づくりを
通した十勝の酒文化の再現、日本酒に合う料理の工夫や副産物
を利用した食品開発による新たな食産業の創造を目指します。
　 この取り組みを通じて、十勝の生産者・事業者に対し、６次産業
化や産業クラスター形成の成功事例を示し、十勝農業の強化につ
ながる取り組みの広がりと新規事業の創出を促します。

酒米「彗星」の様子


